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◆ 以下の会話文は、ある小学校で行われた、「菜の花や月は東に日は西に」という俳句を題材にした

授業の様子を文字に起こしたものです。これを読んで後の問に答えなさい。 

 

先生： 今日はある俳句をみなさんに紹介したいと思います。江戸時代に活躍
かつや く

した与謝
よ さ

蕪村
ぶ そ ん

という俳人

の句です。みなさんは、これを見てどのような印象を受けるでしょうか。意見を出し合ってみましょう。 

風
かぜ

口
ぐ ち

さん： 私は、とても美しい春の夕ぐれの風景が思いうかびました。空には夕日と三日月が見えてい

て、視線をおろせば一面の菜の花畑…。とても素敵じゃないですか。 

花倉
は な く ら

さん： 想像してみると、確かにきれいだよね。きっと、蕪村さんは見晴らしの良い所でこの句を詠
よ

ん

だのだと思います。空が広く見られるところでないと、東西それぞれに月と太陽が見られないから。 

先生： 良い所に気付きましたね。この句は、蕪村が神戸市灘
なだ

区にある摩耶山
ま や さ ん

を訪れたときに詠んだ句

だと伝えられています。 

波
なみ

林
ばやし

君： あの、ぼく、風口さんの話を聞いて、どうも変だなと思ったのですが、蕪村さんが見ていたのは

三日月ではないのではないでしょうか。なぜなら、三日月は（     ）からです。東に月があるのですか

ら、この句で詠まれている月は、満月か、少なくともそれより 1～2日前後の月だと思います。 

（本文以下省略） 

 

問 1 （     ）に入る言葉を、「日没」「東」「西」という言葉を使って、30字以内で考えて書きなさい。 

（問題以下省略） 

 


